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ス
ト
レ
ス
刺
激
に
遺
伝
子
が
応
答
し

て
、
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
耐
性
を
誘

熱
シ
ョ
ッ
ク
蛋
白
質
の

生
体
防
御
作
用

熱
シ

ョ
ッ
ク
蛋
自
質

に
は
、
ス
ト

レ
ス
反
応
に
よ
る
細
胞
傷
害
か
ら
細

胞
を
保
護
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

後
に
加
え
ら
れ
た
強
い
傷
害
性
の
ス

ト
レ
ス
、
例
え
ば
致
死
的
な
ス
ト
レ

ス
か
ら
細
胞
を
保
護
す
る
防
御
作
用

が
あ
り
ま
す

）^
こ
の
点
に

つ
い
て
の

温
熱
療
法
と
し
て
の
作
用

宇
都
宮
義
真
が
昭
和
七
年

（
一
九

三
二
年
）
に
東
京
光
線
療
法
研
究
所

を
創
業
し
て
か
ら
、

七
十
年
に
当
た

る
平
成
十
五
年
の
新
春
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
サ
ナ

モ
ア
光
線
療
法
を
ご
愛
用
頂
い
て
い

る
皆
々
様
の
お
引
き
立
て
に
よ
る
も
の

と
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
中
し
上
げ
ま
す
。

本
紙
は
、
宇
都
宮
義
真
が

「
光
線
」

の
名
で
昭
和
九
年

一
月
に
創
刊
し
ま

し
た
が
、
昭
和
十
年
に

「
光
と
熱
」

に
改
め
、
第

二
次
世
界
大
戦
に
よ
る

休
刊
を
は
さ
ん
で
、
昭
和
二
十
五
年

に
再
刊
し
た
際
に

「
健
康
と
光
線
」

に
し
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に

一
時

期

「
光
と
熱
」
と
題
し
て
発
刊
さ
れ

た
の
は
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
に
温

熱
療
法
と
し
て
の
作
用
が
あ
る
か
ら

で
す
。
こ
の
温
熱
療
法
の
効
能
に
関

し
て
、
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
事
実

が
解
明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

か
ら
熱
シ

ョ
ッ
ク
蛋
自
質
に
つ
い
て

記
載
し
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
の
深
部
温
熱
作
用

サ
ナ
モ
ア
に
は
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
を
生

成
す
る
作
用
に
代
表
さ
れ
る
光
化
学

作
用
に
加
え
、
透
過
力
が
あ
る
輻
射

線

（主
に
赤
外
線
）
の
輻
射
熱
で
身

体
を
深
部
か
ら
温
め
る
作
用
が
あ
り
、

気
持
ち
良
く
安
全
な
温
熱
療
法
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
深
部
温
熱
作
用
の
効
果
と
し
て

以
前
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
照

射
部
を
志
か
ら
温
め
る
こ
と
で
血
液

や
リ
ン
パ
の
流
れ
が
良
く
な
る
た
め
、

新
陳
代
謝
を
促
進
し
、
老
廃
物
を
排

除
し
、
即
効
性
の
優
れ
た
鎮
痛
効
果

や
筋
弛
緩
効
果
を
示
す
こ
と
で
す
。

し
か
し
最
近
に
な

っ
て
、
温
熱
刺
激

が
種
々
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
生
体
を
防

御
す
る
、
熱
シ

ョ
ッ
ク
蛋
自
質
と
呼

ば
れ
る
物
質
を
産
出
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

熱
シ
∃
ッ
ク
蛋
白
質
の
発
見

生
物
は
さ
ま
ざ
ま
な
物
理
化
学
的

導
し
、
細
胞
を

保
護
す
る

ス
ト

レ
ス
蛋
自
質
と

総
称
さ
れ
る

一

群
の
蛋
自
質
を

合
成
し
て
い
ま

す
。
こ
の
現
象

は
、　
一
九
六
二

年
に
リ
ト
ス
が

シ

ョ
ウ
ジ

ョ
ウ

バ
エ
に
温
熱
刺

激
を
与
え
る
と
、

遺
伝
子
発
現
が

誘
導
さ
れ
て
新

し
い
蛋
自
質
を

産
出
す
る

こ
と

を
報
告
し
た
こ

研

究

か

ら

、

今

の

医

学

で

用

い

ら

れ

て

い

て

患

者

に

負

担

を

強

い

て

い

る

治

療

法

の

副

作

用

を

予

防

す

る

効

果

に

つ

い

て

の

報

告

を

取

り

上

げ

ま
す
。

一
般

的

に

用

い

ら

れ

て

い

る

消

炎

鎮

痛

剤

（非

ス
テ

ロ
イ
ド

性

抗

炎

症

薬

）

に

は

、

胃

粘

膜

傷

害

や

胃

漬

瘍

と
に
端
を
発
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
か
ら
、
温
熱
刺
激
で
生
体
防

御
効
果
に
優
れ
た
蛋
自
質
が
最
も
誘

導
さ
れ
易
く
、
か

つ
蛋
白
質

の
産
出

が
著
し
く
促
進
す
る
た
め
、
熱
シ
ョ
ッ

ク
蛋
自
質
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

の
よ
う
な
副
作
用
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
副
作
用
は
薬
が
発
痛
因
子
で
あ
り

胃
粘
膜
保
護
因
子
で
あ
る
プ

ロ
ス
タ

グ
ラ
ン
ジ

ン
の
産
生
を
抑
制
す
る
た

め
に
起
き
る
の
で
、
特
に
高
齢
者
で
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高
率
に
認
め
ま
す
が
、
熱
シ

ョ
ッ
ク

蛋
白
質
は

こ
の
副
作
用
を
抑
え
ま

す
。ま

た
手
術
や
癌
の
治
療
に
用
い
ら

れ
る
抗
癌
剤
に
よ
る
化
学
療
法
や
放

射
線
療
法
の
よ
う
な
侵
襲
的
治
療
に

よ
る
副
作
用
が
、
サ
ナ
モ
ア
を
治
療

前
に
使
用
し
た
ら
、
軽
く
済
み
、
そ

の
後
の
経
過
が
良
か

っ
た
と
い
う
経

験
談
は
良
く
聞
き
ま
す
が
、
熱
シ
ョ
ッ

ク
蛋
自
質
は
こ
の
よ
う
な
侵
襲
に
対

す
る
耐
性
を
高
め
、
治
療
に
伴
う
副

作
用
を
抑
制
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
報
告
は
、
サ
ナ
モ
ア
光

線
療
法
が
副
作
用
を
抑
制
す
る
効
果

に
熱
シ
ョ
ッ
ク
蛋
白
質
の
産
出
が
関

わ

っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
有
効
性
を
裏

づ
け
て
い
ま
す
。

蔑迎
十
五
年

蛋春

閉
墓
塁
盤
捨
法
壁
究
所

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

（六
日
よ
り
営
業
し
ま
す
）

サナモア光線療法の

温熱作用について一その1-
―熱ショック蛋白質の産出と生体防御効果―

サナモア光線協会

サナモア中央診療所

医学博士 宇都宮 光明
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主  訴 :肝機能 障害

起 始 。経 過 :以前 か ら、 健 診 時 の血 液

検 査 にて 肝 機 能 障 害 を 指 摘 さ れ

て い た が 放 置 して いた 。 数 年 前

に献 血 を 行 った 際 、 は じ めて 日

赤 よ り C型肝 炎 に罹 患 して い る

と の通 知 を受 け た が 、 全 身 倦 怠

感 な ど の 自覚 症 状 は認 め られ ず

近 医で 経 過 観 察 され て い た 。 今

回 、 知 人 に肝 庇 護 目的 にて 光 線

療 法 を勧 め られ た た め来 院 した。

治  療 :左側 臥位 にて 45分、 5灯照 射

月夏音Б (BD)、 辱彗音6(BD)、 イ麦頸

音5(BD)、 月黍 (AB)、 足努夏 (AB)

経  過 :在宅 で の光 線 治 療 を ほぼ 毎 日

続 けな が ら、 月 に 1、 2回 の頻

度 で 全 身 照 射 を 開始 した と ころ 、

血 液 検 査 に よ る 肝 機 能 の 数 値 も

安 定 し、 以 前 に比 べ る とか ぜ も

ひ き に く く体 調 良 好 に経 過 して

い る 。

病
気
の
解
説

肝
炎
を
起
こ
す
主
な
原
因
ウ
イ
ル

ス
は
、
最
近
ま
で
Ａ
型
、
Ｂ
型
、
非

Ａ
非
Ｂ
型
と
分
類
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
非
Ａ
非
Ｂ
型
は
、　
一
九
八
九
年

に
遺
伝
子
が
解
明
さ
れ
、
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
わ
が
国
に
は
約
二
百
万
人
の
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者

（キ

ャ

リ
ア
）
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
Ｃ
型
肝
炎
の
蔓
延
に
対
す
る

国
と
厚
生
省

の
責
任
を
問
う
訴
訟
が

起
こ
さ
れ
て
お
り
、
今
後
早
期
の
対

応
が
望
ま
れ
ま
す
。

肝
炎
は
臨
床
経
過
か
ら
分
類
す
る

と
、
大
き
く
急
性
肝
炎
と
慢
性
肝
炎

に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
急
性
肝
炎
は

一
過
性
で
完
治
が
望
め
る
の
に
対
し
、

慢
性
肝
炎
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
持
続

感
染
し
た
状
態
で
、
長
い
年
月
を
か

け
徐
々
に
進
行
し
肝
硬
変
と
な
り
ま

す
。
実
際
に
は
、
肝
臓
は
障
害
さ
れ

て
も
代
償
機
能
に
優
れ
る
た
め
自
覚

症
状
が
現
れ
に
く
い
臓
器
で
、
か
な

り
進
行
し
女
性
化
乳
房
、
腹
水
、
黄

疸
な
ど
の
症
状
を
呈
す
る
ま
で
気
づ

か
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
注
意
が

必
要
で
す
。

Ｂ
型
肝
炎
の
場
合
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
は
、
乳
幼
児
期
ま
で

の
感
染

（母
子
感
染
）
が
ほ
と
ん
ど

で
、
キ

ャ
リ
ア
に
移
行
後
、
大
多
数

が
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
に
か
け
て

肝
炎
を
発
症
し
、
鎮
静
化
後

一
〇
～

二
■
％
の
例
で
肝
炎
が
持
続
し
、
早

期
に
慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変

・
肝
細

胞
癌

へ
と
進
展
し
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
Ｃ
型
肝
炎
で
は
、
多
く
の
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
、
衛
生
環
境

の

悪
い
時

の
売
血
、
輸
血
、
注
射
な
ど

の
医
療
行
為
、
覚
醒
剤
の
使
用
、
刺

青
な
ど
に
よ
り
生
じ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
．
急
性
Ｃ
型
肝
炎
は
、
自

覚
症
状
が
軽
く
、
血
液
検
査
に
よ
る

肝
機
能
異
常
も
軽
度
な
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
感
染
後
の
慢
性
化
率
は

き
わ
め
て
高
く
、
と
く
に
成
人
で
の

感
染
で
高
率
に
キ
ャ
リ
ア
化
し
ま
す
。

ま
た
慢
性
Ｃ
型
肝
炎

の
約

二
三
％
は

二
十
年
以
内
に
肝
硬
変
に
進
展
し
、

三

一
％
は
肝
硬
変
に
進
展
し
な
い
か
、

進
展
す
る
と
し
て
も
五
十
年
以
上

の

年
月
を
必
要
と
す
る
と
推
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

病
気
と
光
線
療
法

慢
性
肝
炎

の
治
療
は
、
基
本
的
に

飲
酒
、
肥
満
、
過
労
を
避
け
、
適
度

の
運
動
と
適
正
な
食
事
を
心
掛
け
る

と
と
も
に
、
身
体
を
体
め
肝
臓

へ
の

十
分
な
血
流
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
元
来
、
肝
臓
は
人
体

の
臓

器
の
中
で
最
も
再
生
力
に
富
む
臓
器

で
あ
り
、
外
科
手
術
で
四
分
の
三
程

度
切
除
し
て
も
数
か
月
で
元
通
り
に

回
復
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
少
し
で
も

肝
臓

へ
の
血
流
を
増
加
さ
せ
る

こ
と

が
大
切
で
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
に

よ
り
、
肝
臓

へ
の
血
液
循
環
を
高
め

る
こ
と
は
、
直
接
的
に
肝
細
胞

の
再

生
を
助
け
る
こ
と
に

つ
な
が
る

の
で

す
。
た
だ
し
、　
一
部

の
症
例
で
光
線

療
法
を
開
始
し
た
際
、
陽
性
反
応
と

し
て
、
血
液
検
査
に
て
肝
機
能
を
表

す
数
値
の
軽
度
上
昇
を
認
め
る

こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
光
線
療
法

の
継
続

に
よ
り
改
善
し
ま
す
の
で
あ
せ
ら
ず

に
経
過
を
見
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
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宇都宮 正範 聰

第

七

期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
詮峯
眠
τ
墓
示
に
工
曇
研

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
第
七
期
サ

ナ
モ
ア
光
線
治
療
師
養
成
講
座
を
、

七
名
の
参
加
者
を
迎
え
、
昨
年
十
月

第七期養成講座受講者

に
東
京
に
お
い
て
開
講
し
ま
し
た
。

今
回
、
治
療
師
認
定
を
受
け
ら
れ
た

方
々
を
ご
紹
介
致
し
ま
す

（写
真
石
）
。

治

療

師

認

定

者

石
田
吉
賢

（大
阪
府
）
、
坂

口
雅
代

（福
岡
県
）
、
岩
村
春
夫

（福
島
県
）
、

権
藤

一
米

（福
岡
県
）
、
山
本
清
治

（愛
知
県
）
、
菅
原
良
夫

（岩
手
県
）
、

柳
喜
久
子
（東
京
都
）
以
上

（敬
称
略
）
。

第
十
二
回
「光
と
熱
研
究
会
」

の
お
知
ら
せ

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

¨
一
月
十
八
日
（土
）
午
後
二
時

場
所

¨
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

一輸
／
壊
／
碗
ノ
超
ノ
命
一

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
新
規
に
光

線
治
療
院
を
開
業
さ
れ
た
先
生
方
や
、

既
に
開
業
さ
れ
て
ご
活
躍
中
の
先
生

方
を
紹
介
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
．

（写
真
左
下
）

（平
成
十
四
年
七
月
二
十
四
日
開
院
）

電

話

¨
Ｃ
九
二
‐
五
二

一
‐

一
〇
０
八

住
所

一
福
岡
市
中
央
区
薬
院
三
―
十
‐

四
二
―
五
〇
五

交
通

一
西
鉄
大
牟
田
線
薬
院
駅
下
車

徒
歩
五
分
ま
た
は
西
鉄
バ
ス

薬
院
大
通
り
下
車
徒
歩

三
分

院
長

一
副
島
具
紀
子
先
生

一
言

¨
私
と
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
と

の
出
会
い
は
三
十
数
年
前
に

さ
か

の
ぼ
り
ま
す
が
、
今
は

亡
き
前
田
ミ
サ
先
生

（育
美

健
康
光
線
療
研
）
か
ら
色
々

な
事
を
学
び
ま
し
た
。
現
在

は
お
嬢
様
の
山
崎
い
く
子
先

生

の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら

治
療
に
あ
た

っ
て
お
り
ま
す

が
、
患
者
さ
ん
か
ら
頂
く
感

謝

の
言
葉

一
言

一
言
が
私
に

と

っ
て
励
み
と
な
り
、　
一
人

で
も
多
く
の
方
に
健
康
に
な

っ

て
も
ら
い
た
い
と
切
に
願
う

Φ 募 集 齢

当協会の処農に賛月され、

サナモア光線療法の普及に

ご協力項ける方、治療院の

開業を検討なさりたい方は

おFolい合わせください

サナモア光線治療院

〒153… 0063
東京都 目黒 区 日黒 1-23-11
TEL (03)5759‐ -3710
FAX (03)5759‐ -3720

次
第
で
す
。
治
療
院
は
、
誠

意
を
も

っ
て
治
療
に
あ
た
る

と
い
う
意
味
を
込
め
て

「
員
」

治
療
室
と
命
名
致
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
、
初
心
を

忘
れ
ず
、
病
気
で
困

っ
て
い

る
患
者
さ
ん
の
希
望
の
光
と

な
る
べ
く
邁
進
し
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。

東

京

光

線

治
療

院

（
海

渡

一
二

三

先

生

）

移

転

の
お
知

ら

せ

東
京
光
線
治
療
院
が
昨
年
十

二
月

に
移
転
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
治

療
院
は
武
蔵
小
杉
駅
か
ら
徒
歩
三
分
、

新
丸
子
駅
か
ら
徒
歩

三
分
で
す
。

新
住
所

一
川
崎
市
中
原
区
新
丸
子
町

九

一
一
番
地
―
七

武
蔵
小
杉

マ
ン
シ

ョ
ン

一
〇
二
号
室

電
話

¨
●
四
四
‐
七
二
一
下

五
０
六
七

Ｆ
Ａ

Ｘ

一
〇
四
四
―
七
壬

一‐
七
四
五
二

（電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

副島員紀子先生
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口
園
目
国

腰
椎
損
傷
か
ら
く
る

下
肢
及
び

内
臓
へ
の
影
響

腰
椎
損
傷
の
原
因
と
予
後

腰
椎
損
傷
は
、
転
落
、
事
故
等

の

外
傷
に
よ
り
、
腰
椎
に
骨
折
や
脱
自

を
起
こ
し
た
場
合
の
病
名
で
あ
る
が
、

腰
椎
の
み
の
損
傷
で
患
部
周
辺
に
強

い
痛
み
を
起
こ
す
場
合
と
、
腰
椎
が

内
包
す
る
脊
髄
が
損
傷
さ
れ
る
脊
髄

損
傷
で
脊
髄
神
経
を
段
損
す
る
場
合

が
あ
り
、
後
者
で
下
肢
及
び
内
臓
に

影
響
が
で
る
。

腰
椎
損
傷
で
脊
髄
損
傷
を
起
こ
し

脊
髄
神
経
が
毀
損
さ
れ
た
場
合
、
完

全
麻
痺
か
ら
不
完
全
麻
痺
ま
で
さ
ま

ざ
ま
で
、
予
後
に
影
響
す
る
。
す
な

わ
ち
損
傷
部
以
下
の
脊
髄
が
急
性
期

病
変
で
麻
痺
す
る
脊
髄
シ

ョ
ッ
ク
か

ら
、
数
日
か
ら
数
週
間
で
自
然
に
回

復
す
る
回
復
期
を
過
ぎ
て
も
回
復
せ

ず
、
症
状
が
後
遺
症
と
し
て
固
定
化

す
る
慢
性
期
に
移
行
す
る
と
、
回
復

に
は
時
間
が
か
か
り
、
場
合
に
よ

っ

て
は
望
め
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
の

た
め
精
神
面
の
ケ
ア
ー
に
併
せ
て
、

機
能
を
補
う
た
め
の
リ

ハ
ビ
リ
と
二

次
的
合
併
症
、
殊
に
尿
路
感
染
症
と

床
ず
れ

（褥
麿
）
の
予
防
に
万
全
を

期
す
必
要
が
あ
る
。

腰
椎
損
傷
の
主
症
状

腰
椎
部
は
支
持
組
織
が
強
固
で
可

動
性
に
富
み
、
頚
椎
部
や
胸
椎
部
に

比
べ
脊
柱
管
は
広
く
、
脊
髄
神
経
は

第
二
腰
椎
で
馬
尾
神
経
に
な
る
た
め
、

腰
椎
損
傷
は
全
脊
椎
損
傷
の
五
％
以

下
で
、
脊
髄
シ

ョ
ッ
ク
の
回
復
率
も

高
く
、
両
下
肢
の
完
全
麻
痺
を
伴
う

こ
と
は
少
な
く
、
神
経
根
症
状
に
止

ま
る

こ
と
が
多
い
。
す
な
わ
ち
脊
髄

損
傷
を
伴
う
腰
椎
損
傷
の
主
症
状
は
、

下
肢
の
放
散
痛
、
し
び
れ
、
知
覚
障

害
、
筋
力
低
下
、
歩
行
困
難
や
排
尿

障
害
と
便
秘
の
よ
う
な
膀
洸
直
腸
障

害
が
主
体
と
な
る
。

腰
椎
損
傷
の
光
線
療
法

腰
椎
損
傷

の
光
線
療
法
は
、
主
に

患
者
が
後
遺
症
と
し
て
訴
え
る
症
状

が
対
象
に
な
る
が
、
病
院
の
治
療
に

並
行
し
て
行
う
こ
と
で
期
待
で
き
る

効
果
は
、

０
腰
椎
損
傷
に
伴
う
腰
部
の
痛
み
や

神
経
障
害
を
軽
減
し
、
リ

ハ
ビ
リ

で
起
こ
す
誤
用
症
候
群
を
改
善
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
リ

ハ
ビ
リ
に

取
り
組
む
意
欲
を
増
す
。

０
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ィ
ス

（生
体
恒

常
性
）
維
持
機
構
を
調
整
し
、
個

体
に
備
わ

っ
た
治
癒
力

（抵
抗
力
）

を
高
め
て
、
二
次
的
合
併
症
と
廃

用
症
候
群
を
予
防
す
る
。

こ
と
で
あ
り
、
自
立
を
助
け
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（生
活

の
質
）
を
改
善
す
る

こ
と
に

資
す
る
こ
と
で
あ
る
。

光
線
療
法
の
治
療
法

光
線
治
療
器

一
台
で
行
う
標
準
的

な
使
用
法
は
、
基
本
照
射
と
し
て
、

足
裏
、
足
甲
、
ふ
く
ら
は
ぎ
、
膝
前

後
、
腰
、
腹
、
背
な
ど
に
各

一
〇
分

程
度
照
射
し
、
病
状
に
対
応
し
て
患

部

へ
二
〇
―

三
〇
分
前
後
照
射
す
る

が
、
治
療
器
の
台
数
を
増
や
し
、
二

台
で
二
灯
照
射
、
四
台
か
ら
五
台
で

多
灯
照
射
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
光
線
の
温
熱
作
用
を
利
用
す
る
た

め
、
覆
い
を
し
た
空
間
内
で
照
射
す

る
な
ど
照
射
法
に
工
夫
改
良
が
な
さ

れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
演
者
の
治
療
院
で
は
、

閉
鎖
し
た
空
間
内
で
多
灯
照
射
を
行

っ
て
い
る
が
、
光
線

の
光
化
学
作
用

と
温
熱
作
用
の
相
乗
効
果
を
利
用
す

る

こ
と
を
目
的
に
し
た
治
療
法
で
あ

る
。

光

線

療

法

を

行

う

こ
と

で

期
待

で
き

る
効
果

一
、
症
状
の
改
善

腰
椎
損
傷
に
起
因
す
る
腰
痛
や
神

経
根
症
状
に
対
す
る
鎮
痛
効
果
、
脊

髄
損
傷
に
伴
う
神
経
麻
痺
や
膀
脱
直

腸
障
害
の
神
経
機
能
の
回
復
、
リ

ハ

ビ
リ
で
起
こ
す
誤
用
症
候
群
の
症
状

の
改
善
。

二
、
二
次
的
合
併
症

（尿
路
感
染
症
、

褥
麿
）
の
予
防
、
治
療

免
疫
応
答
の
調
節
、
免
疫
力

の
強

化
、
血
液
循
環
と
肉
芽
形
成
の
促
進
。

三
、
廃
用
症
候
群
の
予
防
と

一
般
状

態
の
改
善

関
節
拘
縮
の
予
防
、
筋
緊
張
の
弛

緩
、
筋
力

の
増
強
に
よ
り
、
関
節
可

動
域
の
確
保
、
廃
用
性
筋
萎
縮

の
予

防
。
心
肺
機
能
、
消
化
器
系
機
能
、

う

つ
状
態
の
改
善
。

四
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
生
成

カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
を
調
節
し
、
骨

粗
霧
症
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
反
応
性
ミ
オ

パ
チ
ー
の
予
防
。

五
、
温
熱
療
法
と
し
て
の
効
果

温
熱
刺
激
に
よ
り
、
生
体
防
御
作

用
の
あ
る
熱
シ

ョ
ッ
ク
蛋
自
質

の
合

成
。

お
わ
り
に

腰
椎
損
傷
に
脊
髄
損
傷
を
合
併
す

る
と
、
Ａ
Ｄ
Ｌ

（日
常
生
活
動
作
）

が
著
し
く
阻
害
さ
れ
る
。
こ
の
際
の

光
線
療
法
は
、
日
常
生
活
に
可
及
的

速
や
か
に
復
帰
す
る
手
伝
い
を
す
る

こ
と
に
尽
き
る
。

全療財団光線部門

代表世話人 宇都宮光明
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イ
ン
ス
リ
ン
依
存
型

糖
尿
病
の
合
併
症
の

治
療
経
験

は

じ

め

に

イ

ン
ス
リ

ン
依
存
型
糖
尿
病
は
イ

ン
ス
リ

ン
を
分
泌
す
る
膵
臓

の
ラ
ン

グ
ル

ハ
ン
ス
島
β
細
胞
の
機
能
が
廃

絶
し
て
発
症
す
る
た
め
、
イ

ン
ス
リ

ン
で
血
糖
値
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る

治
療
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
入

院
加
療
中
の
２０
歳
の
男
子
学
生
が
、

病
院
の
医
師
か
ら
症
状

の
改
善
に
光

線
療
法
を
併
用
す
る
こ
と
を
勧
め
ら

れ
て
来
院
し
た
の
で
、
そ
の
治
療
経

験
に

つ
い
て
報
告
す
る
．

症

例

冨
一　
者
〕

２０
歳
　
男
性
　
学
生

〔初
診
日
〕
　

平
成
１１
年
８
月
２７
日

↑
王
　
訴
）
　

来
院
時
、
失
明
状
態

の
視
力
障
害
、
強
い
胸
や
け
と
嘔
吐

を
訴
え
て
お
り
、
糖
尿
病
性
自
内
障
、

糖
尿
病
性
自
律
神
経
機
能
障
害
に
よ

る
逆
流
性
食
道
炎
と
診
断
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
患
者
は
血
糖
値
が

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
、
自
内
障

の
手
術
で
視

力
を
回
復
し
て
退
院
し
た
が
、
そ
の

五
ヶ
月
後
に
左
下
肢
に
激
痛
を
訴
え

る
よ
う
に
な
り
、
糖
尿
病
性
神
経
障

害
に
起
因
す
る
神
経
痛
と
診
断
さ
れ

た
。（既

往
症
〕
　

約

一
年
前
に
イ
ン
ス

リ

ン
依
存
型
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た

こ
と
を
除
き
、
特
記
事
項
は
な
い
。

（家
族
歴
）
　

家
系
に
糖
尿
病
は
な

い
。〔現

病
歴
お
よ
び
初
診
時
所
見
〕

入
院

三
ヶ
月
後
に
医
師
か
ら
糖
尿

病
に
由
来
す
る
症
状
の
改
善
、
合
併

症
予
防

の
た
め
に
光
線
療
法
を
勧
め

ら
れ
て
来
院
し
た
。
当
院
初
診
時
に

は
失
明
状
態
で

一
人
で
は
歩
行
で
き

ず
、
母
親
と
病
院
職
員
が
付
き
添
い

手
を
引
い
て
来
た
が
、
痩
せ
こ
け
て

衰
弱
し
て
お
り
、
顔
面
蒼
自
で
生
気

が
な
く
、
強
い
冷
え
性
が
あ
り
、
食

事
の
度
に
何
時
も
吐
く
の
が

つ
ら
い

と
訴
え
て
い
た
。

治

療

全
身
照
射
と
症
状
に
対
応
し
た
患

部
照
射
を

三
台
ま
た
は
四
台
の
治
療

器
を
同
時
に
用
い
て
多
灯
照
射
し
た
。

カ
ー
ボ

ン
は
病
状
に
応
じ
て
Ａ
Ａ
、

Ｂ
Ｄ
、
Ａ
Ｂ
を
使
い
、
側
臥
位
で
目

を
閉
じ
て
顔
、
腰
、
臀
、
膝
に
各
３０

分
、
次
に
腹
３０
分
の
間
に
後
頭
部
、

膝
裏
に
１０
分
、
足
一裏
に
２０
分
、
仰
臥

位
で
左
耳
、
石
頸
部
、
左
横
腹
、
有

膝
に
１０
分
、
有
耳
、
左
頸
部
、
有
横

腹
、
左
膝
に
１０
分
照
射
し
た
。

治

療

経

過

患
者
は
病
院
か
ら
毎
日
通
院
し
た

が
、
治
療
を
始
め
て
二
ヶ
月
後
に
胸

や
け
は
な
く
な
り
吐
か
な
く
な

っ
た
。

し
か
し
視
力
は
改
善
し
な
い
た
め
、

三
ヶ
月
後
に
医
師
に
自
内
障

の
手
術

を
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
糖
尿
病
は

コ

ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
手
術
に
支
障
は
な

い
が
、
糖
尿
病
性
網
膜
症
を
併
発
し

て
い
る
と
視
力
回
復
は
保
証
で
き
な

い
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
母
親
が

手
術
を
渋

っ
た
が
、
片
方

の
手
術
を

し
て
視
力

の
状
態
を
診
る

こ
と
に
し

た
。
そ
の
結
果
、
視
力
が
回
復
し
た

の
で
三
ヶ
月
後
に
残
り

の
目
の
手
術

を
行
い
、
両
眼
視
力
を
回
復
し
た
。

そ
の
頃
に
は
冷
え
性
も
改
善
し
て
お

り
、
術
後

一
ヶ
月
で
元
気
に
退
院
し

た
。そ

れ
か
ら
も
光
線
療
法
は
続
け
て

い
た
が
、
退
院
五
ヶ
月
後
に
左
下
肢

に
ち
ぎ
れ
る
よ
う
な
痛
み
を
訴
え
、

糖
尿
病
性
神
経
障
害
に
よ
る
神
経
痛

と
診
断
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
Ａ
Ｂ
カ
ー

ボ

ン
で
追
加
照
射
し
た
が
、
九
ヶ
月

後
に
は
改
善
し
、
そ
の
後
、
再
発
し

て
い
な
い
。

現
在
、
病
院

の
治
療
と
光
線
療
法

を
続
け
て
い
る
が
、
全
身
状
態
は
良

好
に
推
移
し
て
お
り
、
母
親
は
息
子

が
見
違
え
る
ほ
ど
た
く
ま
し
い
身
体

に
な

っ
て
学
生
生
活
を
送

っ
て
い
る

こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。

考
案
な
ら
び
に
結
語

糖
尿
病
は
イ
ン
ス
リ
ン
依
存
型
糖

尿
病
、
イ
ン
ス
リ
ン
非
依
存
型
糖
尿

病
、
そ
の
他
の
二
次
性
糖
尿
病
に
分

け
ら
れ
る
が
、
今
回
報
告
し
た
イ

ン

ス
リ
ン
依
存
型
糖
尿
病
は
自
己
免
疫

の
機
序
に
よ
リ
イ

ン
ス
リ

ン
を
分
泌

す
る
膵
臓
の
β
細
胞
が
破
壊
さ
れ
て

起
こ
す
と
さ
れ
て
お
り
、
痩
せ
型
の

子
供
や
若
年
者
に
多
く
、
イ

ン
ス
リ

ン
で
血
糖
値
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

本
例
に
光
線
療
法
を
行

っ
て
最
初

に
認
め
た
変
化
は
、
糖
尿
病
性
自
律

神
経
機
能
障
害
に
よ
る
と
言
わ
れ
た

逆
流
性
食
道
炎
に
よ
る
胸
や
け
や
嘔

吐
が
改
善
し
た
こ
と
で
、
患
者
は
生

気
を
取
り
戻
し
、
そ

の
後

の
治
療
に

好
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
視
力
は
自
内
障
の
手
術
で
回
復
し

て
元
気
に
退
院
し
た
が
、
そ

の
五
ヶ

月
後
に
左
下
肢
に
糖
尿
病
性
神
経
障

害
に
よ
る
激
痛
を
訴
え
、
糖
尿
病
合

併
症
を
予
防
す
る

こ
と
の
難
し
さ
を

感
じ
た
が
、
神
経
痛
は
九
ヶ
月
間
の

治
療
で
治
ま

っ
た
。

糖
尿
病
は
多
彩
な
合
併
症
を
起

こ

す
病
気
で
あ
り
、
治
療
の
目
標
は
合

併
症
の
予
防
、
進
展
の
抑
制
で
あ
る
。

光
線
療
法
が
そ

の
助
け
に
な
る

こ
と

を
願
い
、
経
過
観
察
を
続
け
る
所
存

で
あ
る
。

社団法人 神奈川県療術師会
海渡 ―二三
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□
□
回
□
□

痛
風
発
作
の
再
発
を

光
線
療
法
で
予
防

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

み
を
取
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、
血
液

中
の
尿
酸
値
を
正
常
範
囲
内
に

コ
ン

ト

ロ
ー
ル
し
合
併
症
を
防
ぐ
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
自
宅
に
て
光
線
照
射

を
毎
日
全
身
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

必
ず
痛
風
発
作
は
起
こ
ら
な
く
な
る

と
説
明
し
た
。
在
宅
治
療
を
開
始
し

て
か
ら
二
か
月
後
の
血
液
検
査
で
尿

酸
値
は
６

一
４
と
正
常
値
ま
で
低

下

し
、
そ
の
後
も
医
師
に
指
示
さ
れ
た

食
事
療
法
と
運
動
療
法
を
続
け
な
が

ら
、
光
線
療
法
を
毎
日
欠
か
さ
ず
に

続
け
た
と
こ
ろ
、
開
始
か
ら
２
年
半

経
過
し
た
現
在
に
至
る
ま
で
、
痛
風

発
作
は
全
く
お
こ
ら
ず
尿
酸
値
も
安

定
し
て
い
る
．

（丁
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
八
　
一壬
壬
一
‐
〓
二
五
八
）
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症
例
　
５９
歳
　
男
性
　
自
営
業

症
状
　
以
前
、
痛
風
の
治
療
を
受
け

た
既
往
が
あ
り
、
同
様

の
痛
み
を
再

び
第

一
趾

（足
の
親
指
）
の
付
け
根

に
認
め
た
た
め
、
か
か
り

つ
け
の
医

院
を
受
診
。
血
液
中
の
尿
酸
値
が
１０

・

２
と
高
値
を
示
し
て
お
り
痛
風
の
再

発
と
診
断
さ
れ
た
。
痛
み
は
消
炎
鎮

痛
剤
の
内
服
に
て
軽
減
し
た
が
、
患

者
は
七
年
前
か
ら
高
血
圧
に
対
し
降

圧
剤
の
投
与
を
受
け
て
お
り
、
定
期

的
に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
痛
風
が
再
発
し
た

こ
と
を
不
安
に
思
い
従
兄
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を

紹
介
さ
れ
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
Ｂ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
に
て
未

だ
若
千
痛
み
の
残
る
第

一
趾
の
付
け

根
を
表
と
裏
か
ら
各
２０
分
照
射
。
そ

の
後
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
で
腹
部
１０
分
、

腰
１０
分
、
背
１０
分
、
足
一異
１０
分
、
膝

１０
分
を
そ
れ
ぞ
れ
照
射
し
た
。
患
者

に
は
、
痛
風
の
治
療
に
お
い
て
は
痛

一治
一一験
一例
一報
西
旦

症
例
　
５３
歳
　
女
性
　
主
婦

症
状
　
最
近
、
有
手
関
節
の
痛
み
と

手
指
の
し
び
れ
を
自
覚
し
た
た
め
近

医
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
有
手
首
で

海
渡

　

一
一
〓
一氏
報
告

神
経
の
障
害
が
起

こ

っ
て
お
り
、
手

根
管
症
候
群
と
診
断
さ
れ
た
。
医
師

か
ら
は
、
し
ば
ら
く
経
過
を
見
て
改

（７
ペ
ー
ジ

ヘ
続
く
）

手
根
管
症
候
群
に
よ
る

手
指
の
し
び
れ
を
治
療

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

□
□
回
□
□

変
形
性
腰
椎
症
で

医
師
か
ら
手
術
を
勧
め
ら
れ
た
が

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
氏
報
告

症
例
　
７０
歳
　
男
性

症
状
　
数
日
前
か
ら
急
に
立
ち
上
が

る
こ
と
が
困
難
と
な

っ
た
た
め
、
三

か
所

の
大
学
病
院
で
精
密
検
査
を
受

け
た
と
こ
ろ
、
第
二
、
第
四
腰
椎
に

変
形
が
認
め
ら
れ
変
形
性
腰
椎
症
と

診
断
さ
れ
た
。
両
病
院

の
医
師
か
ら

は
現
状
で
治
療
法
は
手
術
し
か
な
い

と
説
明
さ
れ
た
が
、
ど
う
し
て
も
手

術
を
受
け
た
く
な
か

っ
た
た
め
、
光

線
療
法
で
治
し
た

い
と
来
所
し
た

）^

療
法
経
過
　
ユ個
療
は
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン

に
て
腰
部
６０
分
以
上
照
射
後
、
足
一異
、

膝
、
背
、
後
頭
部
を
各
２０
分
、
腹
部

は
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
に
て
２０
分
照
射
し

た
。
翌
日
か
ら
は
在
宅
で
の
光
線
治

療
を
開
始
。
患
部
で
あ
る
腰

へ
の
照

射
は

一
日
何
度
で
も
施
行
す
る
よ
う

指
示
し
た
が
、　
一
か
月
半
後
に
症
状

は
か
な
り
改
善
し
た
と
の
報
告
を
受

け
た
。
さ
ら
に
今
後
は
、
Ｂ
Ｃ
カ
ー

ボ
ン
を
主
に
時
々
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
に

変
え
て
、
腰
を
し

っ
か
り
照
射
す
る

こ
と
を
繰
り
返
し
指
示
し
た
。
毎
日

腰
に
六
時
間
前
後
の
照
射
を
続
け
、

六
か
月
後
に
は
、
ほ
ぼ
以
前
と
同
程

度

の
日
常
生
活
を
お
く
れ
る
程
ま
で

に
改
善
し
、
光
線
療
法

の
有
り
難
さ

を

つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
と
喜
び

の

報
告
を
頂
い
た
。

（ＴＥＬＯ九二Λ車い一日一̈
一一一
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（６
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

善
し
な
い
場
合
は
手
術
を
し
ま
し
ょ

う
と
勧
め
ら
れ
た
が
、
患
者
は
手
術

以
外

の
治
療
法
が
な
い
か
と
友
人
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法
を
紹
介
さ
れ
た
た
め
来
所
し
た
。

初
診
時
、
手
関
節
か
ら
手
指
に
か
け

て
腫
れ
は
な
か

っ
た
が
、
手
関
節
を

動
か
し
た
際
に
痛
み
を
認
め
、
静
止

し
た
状
態
で
も
指
先
ま
で
し
び
れ
を

認
め
た
。

療
法
経
過
　
最
初
は
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
を
使
用
し
、
側
臥
位
に
て
治
療
を

開
始
。
顔
面
、
腰
部
、
膝
を
１０
分
同
時

照
射
。
次
に
、
後
頭
部
、
腹
部
、
足
裏

に
１０
分
同
時
照
射
。
さ
ら
に
仰
臥
位

と
し
て
か
ら
、
左
頸
部
、
有
肩
、
左
側

腹
部
、
有
膝
に
１０
分
照
射
後
、
有
頸
部
、

左
肩
、
有
側
腹
部
、
左
膝
に
１０
分
照
射

し
た
。
最
後
に
有
腋
富
部
、
有
肘
関

節
、
有
手

の
表
裏
に
１５
分
の
照
射
を

施
行
し
た
。
初
回
治
療
に
て
症
状
は

軽
く
な

っ
た
と
言

っ
て
い
た
が
、
連

日
治
療
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
九
日
間

の
治
療
で
症
状
は
ほ
ぼ
軽
快
し
た
。

（丁
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
四
―
七
二
二
―
五
〇
六
七
）

□
□
回
□
□

少
年
野
球
で
エ
ー
ス
の
野
球
肘
が
治
っ
た

埼
玉
県
　
あ
さ
か
治
療
院

症
例
　
１１
歳
　
男
児

症
状
　
小
学
校

二
年
生
よ
り
野
球
を

続
け
て
き
た
が
、
四
か
月
程
前
、
投

球
中
に
突
然
有
肘
に
痛
み
を
認
め
た

た
め
、
近
医
整
形
外
科
に
て
レ
ン
ト

ゲ

ン
検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
肘
頭

の
剥
離
骨
折
が
疑
わ
れ

一
か
月
半
腕

を
固
定
し
た
。
そ
の
後
、
固
定
は
外

れ
リ

ハ
ビ
リ
を
続
け
た
が
肘
関
節
は

１
２
０
度
程
度
し
か
伸
展
で
き
ず
、

接
骨
院
に
も
通

っ
た
が
改
善
し
な
い

た
め
来
院
し
た
。

麻
生
　
律
子
氏
報
告

療
法
経
過
　
カ
ー
ボ

ン
は
、
Ａ
Ｂ
、

Ｂ
Ｂ
、
Ｂ
Ｄ
の
組
み
合
わ
せ
を
適
宜

用
い
、
左
側
臥
位
に
て
ル
ー

フ
式
全

身
照
射
を
施
行
。
始
め
に
、
腹
部
、

膝
、
有
肩
甲
骨
部
、
腰
部
、
足
裏
を

４０
分
照
射
し
、
全
身
の
筋
肉
の
緊
張

を
和
ら
げ
て
か
ら
、
有
肘
関
節
を
前

後
か
ら
は
さ
み
込
む
よ
う
に
、
２０
分

間
部
分
照
射
し
た
。
初
回
の
治
療
終

了
時
に
患
者
は
治
療
の
効
果
を
確
信

し
た
か
の
よ
う
に
喜
び
帰
宅
し
た
が
、

二
回
の
治
療
で
肘
関
節
は
以
前
よ
り

伸
展
可
能
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
治
療

を
継
続
し
た
と
こ
ろ
、
五
回
終
了
時

に
は
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
に
て
改
善
が

確
認
さ
れ
、
八
回
の
治
療
終
了
時
に
は
完

全
に
肘
関
節
が
伸
展
可
能
と
な
り
、
野
球

が
で
き
る
ま
で
に
回
復
し
た
。

（丁
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
八
―
四
七
四
―
四
七
八
二
）

□
国
□
□
□

肩
関
節
周
囲
炎

（五
十
肩
）
に

対
す
る
光
線
療
法

西
東
京
市
　
ひ
ば
リ
ケ
丘
治
療
院野
島
　
豊
子
氏
報
告

症
例
　
７５
歳
　
女
性
　
主
婦

症
状
　
数
か
月
前
か
ら
徐
々
に
左
上

肢

の
挙
上
が
困
難
と
な
り
、
夜
間
睡

眠
中
に
も
左
肩
の
痛
み
で
覚
醒
す
る

こ
と
が
頻
繁
と
な

っ
て
き
た
た
め
、

近
医
整
形
外
科
に
て
レ
ン
ト
ゲ

ン
検

査
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
肩
関
節
周
囲

炎
い
わ
ゆ
る
五
十
肩
で
、
肩
関
節
周

囲
に
は
石
灰
化
が
認
め
ら
れ
る
と
説

明
さ
れ
た
。
症
状
は
ま
す
ま
す
強
く

な
り
、
肩
関
節
を
動
か
す
と
飛
び
上

が
る
ほ
ど
の
痛
み
を
生
じ
悩
ん
で
い

た
が
、
当
院

の
体
験
治
療
を
知
り
来

所
し
た
。

療
法
経
過
　
有
側
臥
位
に
て
ル
ー

フ

式

全
身

照
射
を
施
行

。

左
肩
後

面

（
Ｂ

Ｂ
）
、

腰

部

（
Ｂ

Ｄ
）
、

腹

部

（
Ａ
Ｄ
）
、
膝

（
Ａ
Ｂ
）
、
足
裏

（
Ａ

Ｂ
）
を
同
時
に
４０
分
照
射
。
次
に
仰

臥
位
と
し
て
、
左
肩
外
側

（Ｂ
Ｂ
）
、

腋
富

（Ａ
Ｂ
）
を
１５
分
照
射
。
さ
ら

に
座
位
に
て
左
肩
を
前
後
か
ら
は
さ

サ
ナ
モ
ア
は
カ
ー

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る

こ
と
で
最
も

効
果

の
あ
る

ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ

ン
を
ぶ

つ
け
る

正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式

の
サ
ナ
モ
ア
７
号

器

・
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強

で
切
れ
、
長
時
間

の
照
射

に

は

ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

む
よ
う
に
１５
分
照
射
し
た
。
患
者
に

は
痛
み
の
た
め
に
関
節
を
動
か
さ
な

い
と
関
節
が
拘
縮
し
て
し
ま
い
、
肩

関
節
を
自
由
に
動
か
す
こ
と
が
で
き

な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
、
自
宅
で

は
な
る
べ
く
痛
み
を
感
じ
る
手
前
ま

で
の
範
囲
で
一肩
関
節
を
動
か
す
よ
う

に
指
導
し
た
。
数
日
お
き
に
当
院
で

の
治
療
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
十
回
終

了
時
点
で
か
な
り
痛
み
は
緩
和
さ
れ
、

徐
々
に
肩
関
節

の
可
動
範
囲
は
拡
大

し
て
き
て
い
る
。

（丁
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
二
四
―
二
三
―
七
三
二
三
）

自
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定

で
き
、
時
間
に
合
わ

せ
て
ジ

ョ
イ

ン
ト
で
き
る
サ
ナ

モ

ア
カ
ー
ボ
ン
を

つ
な
い
で
お
け
ば
、

自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定

し
た
光
線
を
放
射
し
ま
す
。

な
お
は

つ
ら

つ
さ
ん

ご
使

用
の

際
に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
ジ

ョ
イ
ン

ト
カ

ー
ボ

ン
以
外

の
カ

ー
ボ

ン
は

絶
対
に
使
用
し
な
い
で
下
さ

い
。

使
用
上
の
注
意
は
、
「
は

つ
ら

つ
さ

ん
取
扱
説
明
書
」
を

ご
覧
下
さ
い
。

ン  ■
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サ
ナ
モ
ア
を
毎
日
の

日
課
と
し
て
い
ま
す

東
京
都
　
佐
○

フ
○
様

９３
歳
に
な
り
ま
す
。
い
つ
も
サ
ナ

モ
ア
を
愛
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
以
前
か

ら
骨
粗
藤
症
を
患
い
、
腰
痛
が
悩
み

の
種
で
今
ま
で
に
注
射
を
２０
本
く
ら

い
う
ち
ま
し
た
が

一
向
に
痛
み
が
改

善
せ
ず
困

っ
て
い
ま
し
た
。　
一
人
暮

ら
し
の
た
め
外
出
も
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
安
静
も
ま
ま
な
ら
な
い
日
々

で
し
た
が
、
今
で
は
毎
日
光
線
を
照

射
し
て
痛
み
も
軽
く
な
り
何
と
か
日

常
生
活
を
お
く

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
眼
は
以
前
自
内
障

の
手
術
を
受
け

ま
し
た
が
、
左
眼
は
サ
ナ
モ
ア
を
知

り
ま
し
た
の
で
光
線
を
欠
か
さ
ず
に

照
射
し
た
と
こ
ろ
と
て
も
良
く
見
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
少
々
の
身

体
の
不
調
な
ら
光
線
を
照
射
し
て
治

し
て
お
り
ま
す
。
毎
日
光
線
を
か
け

て
か
ら
、
ぬ
る
め
の
お
風
呂
に
入
る

こ
と
を
日
課
と
し
て
お
り
、
寝
込
む

こ
と
も
な
く
毎
日
暮
ら
し
て
い
け
る

の
も
光
線

の
お
か
げ
と
心
よ
り
感
謝

し
、
サ
ナ
モ
ア
様
様
と
思

っ
て
お
り

ま
す
。
本
当
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

シ
ー
君

の

ア
体

験

記

東
京
都
　
一二
〇
登
○
子
様

も
う
す
ぐ
七
歳
に
な
る
私
の
愛
大

ラ

ッ
シ
ー
君
の
サ
ナ
モ
ア
光
線
体
験

記
を
報
告
し
ま
す
。
最
初
は
二
歳
の

時
で
、
け
い
れ
ん
発
作
を
お

こ
し
サ

ナ
モ
ア
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

以
来
、
病
気
と
は
無
縁
で
、
元
気
者

ラ

ッ
シ
ー
君
は
お
友
達
か
ら
も
好
か

れ
、
意
気
揚
揚
と
か
わ
い
い
鼻
を

つ

ん
と
し
て

ハ
ン
サ
ム
な
笑
顔
を
振
り

ま
い
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
昨
年

の
二
月
、
ラ

ッ
シ
ー
君
が
突
然
血
尿

を
出
し
た
た
め
、
び

っ
く
り
し
て
病

院
に
行
き
検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ
、

腎
臓

に
小
さ
な
石
が
見

つ
か
り
ま
し

た
。
先
生
か
ら
場
合
に
よ

っ
て
は
手

術
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と

説
明
を
受
け
た
た
め
、
毎
日
光
線
照

射
を
続
け
再
検
査
に
行

っ
た
ら
、
石

愛
サ犬
ナラ
モ ツ

は
消
失
し
て
お
り
ほ

っ
と

一
安
心
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
も

つ
か
の
間
、

今
度
は
押
入
れ
か
ら
落
ち
て
尾
骨
を

強
打
し
、
排
便

に
も
苦
労
す
る
次
第

で
、
う
―
ん
と
鳴
く
ば
か
り
で
す
。

困
り
果
て
た
私
は
、
Ａ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン

を
使
用
し
毎
日

一
時
間
ず

つ
三
日
間

照
射
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
た

驚
く
ほ
ど
の
回
復
を
見
せ
ま
し
た
。

そ
ん
な
ラ

ッ
シ
ー
君
の
光
線
体
験
で

す
が
、
今
は
結
膜
炎
に
対
し
て
治
療

中
で
、
こ
の
頃
で
は
主
人
よ
リ
サ
ナ

モ
ア
を
使
う
時
間
が
長
く
照
射
し
て

も
ら
い
た
い
と
言

っ
て
は
サ
ナ
モ
ア

を
た
た
き
ま
す
。
本
当
に
サ
ナ
モ
ア

が
な
か

っ
た
ら
と
思
う
と
ぞ
―
と
し

ま
す
ｃ
私
と
ラ

ッ
シ
ー
君
で
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
サ
ナ
モ
ア
を
使

っ
て
い

き
た
い
と
思

っ
て
ｔ‐
ま
す
〓

「
角
列
劉
理
製
酬

」一漱いに請載おⅥ熱い」殖』

争
”
を
体
験
し
た
体
験
記
ほ
ど
説
得

＋
′
た
し
ま
す
。

斗
フ
　

な
お
掲
載
さ
せ
て
頂
い
た
方

一　
に
は
、
薄
謝
を
贈
呈
致
し
ま
す
。

√
―

‥―

‥
―

‥
―

‥―

‥ｌ

ｉ

二八

＼     ノ

彦瘍
…

（本
紙
の
無
断
転
用
を
禁
止
し
ま
す
。
）

「
健
康
と
光
線
」
の
購
読
者
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
事
業
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〒
３
．
０‐
　
東
京
都
目
黒
区
目
黒
４
１
６
１
‐８

サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会
ＴＥＬ
的

〓
一枇

一九
二
‐‐
轟
二


